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ひとくちメモ

先日、今年初めてのツバメを見かけました。毎年春に日本へ訪れて、
人家で子育てするツバメたち。日本野鳥の会では、2013年から「ツ
バメの子育て状況調査」を行っているそうですが、その調査で、都心
において１巣あたりの巣立ちヒナ数が、郊外に比べて少ない傾向が見
えてきたそうです。調査では、ツバメの巣と子育てを観察し、何羽の
ヒナが巣立ったかなど、情報を提供してくれる方を毎年募集している
そうです。
今年もあちこちで、ひなのかわいい姿を見られるといいですね。

国土交通省が3月に発表した平成30年県内公示地価では、住宅地
の上昇率が5年連続プラスとなりましたが、上昇幅は昨年より縮小、
特にいわき市の住宅地の平均変動率はプラス2.6％となり、前年
（プラス4.3%）一昨年（プラス6.7％）と比較し、上昇率の鈍化が
鮮明になりました。
地価動向の分析によると、主な要因として、東日本大震災・福島

第一原発事故の被災者の移転需要の大幅な減少があげられるといい
ます。特に平中心市街地に加え、双葉郡から遠い市内南部などが顕
著となっています。他方で、平地区中心部やいわきニュータウン、
JR泉駅周辺の住宅地など、利便性に優れる住宅地では在庫がほぼ完
売しており、エリアによって住宅市場の状態に違いが生じています。
今後の見通しについては、上昇幅が縮小していく速度が予測より

かなり遅く、急速な下落・縮小はまだ見られず、当面高止まりの状
況が続くのでは、との専門家の分析もあるようです。
市内の最高価格は、住宅地が「平字作町三丁目1の16」の1㎡あ

たり7万9100円、商業地が「平字三町目28」の同15万6000円、
工業地が「小名浜島字高田町31の3」の同1万5000円でした。


